
1年半前に、代替品と交換で寄付して貰った「こと
ばずかんDX」、根治手術の記録。後日、ひまわり
病院のお客さまに差し上げた。

チップ抵抗R12とR13は、1年半の間にサビ付き、
高い抵抗値を示しているため、正常値に戻す。ま
ずR12から交換を始める。

平コテを320℃にセット、溶かしたハンダで部品
を覆い包んでドブ漬けにしながら、コテ先で部品
をズラして取り外す。

正常値は 8.2Ωのところ、手持ちが無いので 10Ω
抵抗を仮付して動作テストしたが反応なし。アン
バランスなのか？

R13も同様、10Ω抵抗を仮付して再テスト。する
と今度は絵本に反応して⾳声が出た。これで故障
原因はチップ抵抗の腐食と判明。

赤外線LEDをケータイのカメラから目視。2個とも
明るい発光を確認。2個の抵抗を仮付のまま、絵本
タッチの反応も良好である。
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あらためて、手持ちのチップ部品で再手術。2012
サイズ抵抗とNPNトランジスタが、2個づつ。当
クリニック初の、チップ部品換装手術。

正常値のチップ抵抗も手持ちが無く、10Ω（100 
マーク）で代用する（ルーペで拡大した写真）。
⽼眼で手半⽥するに限界の⼩ささ。

1年半前、徹底的な治療を目指して購⼊したトラン
ジスタ（1AM マーク）。根本治療が中断していた
が、やっと出番が回って来た。

チップ部品は半⽥盛り過ぎショートに要注意。部
品の周囲は耐熱マスキングで塗膜が剥がれたが、
パターンの導通はチェック済。

1年半前のDSOキットを、今回、組⽴てた。セン
サーコネクタの1番ピンの信号を観測。0-2V振幅
で一定周期の波形が出ている。

2番ピンの信号波形は違うが、振幅・周期とも1番
ピンと同期している。バランスが取れているよう
だ。各部の電圧値は電子カルテ参照。
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